
































生成AI／クラウドサービス基礎及び

活用に関する演習

2日目

S E S S I O N

01
地域防災講習会を開催するための

A I と ク ラ ウ ド 活 用 ①



01 学習目 標

1日目の復習と利用するツールの再確認

AIをアシスタントとして活用し
企画を進めていく

クラウドツールを活用し、
必要な情報を効率的に収集・整理・発信する。

02 課題

あなたは、住んでいる町の自治会に所属するメンバーです。

ある日、自治会長から「地域防災講習会」の開催について、企画を任されました。

開催にあたり、案内チラシ、避難所マップ、情報確認用のサイトを作成してください。

企画内容

 　- 防災の不安や備えを整理して、避難所マップや情報発信用のサイトをつくる

活用するツール

　 - Canva

 　- Google Workspace

　　スプレッドシート、マイマップ、フォーム、サイトなど



　ブレインストーミングの基本ルール！

03 ブレイ ンス トー ミング （意見を出し 合お う ）

批判禁止　：どんなアイデアもまず受け入れる

自由奔放　：突拍子もない発想を歓迎する

量を重視　：たくさん出すほど良い

結合・発展：他人のアイデアをもとに発展させる

04 ブレイ ンス トー ミング 実践

〈  連想することの例  〉

　- 自分たちが恐れている災害のパターン

　- なぜそれが不安なのか

　- 誰が影響を受けるのか

　- そのような状況で何が必要なのか

〈  具体的な不安の例 〉

　-  家族の安全

　-  ペットの問題

　-  介護が必要な人の対応

　-  地震や雨などの災害

目的：不安を解消する防災勉強会を企画し、企画書の補助資料として活用する。

　　　併せて、必要な準備物や避難所の検討にも活かす。

災害について連想すること（不安なこと）を挙げてみようテーマ



05 C a n v a 上 に 付 箋 を 貼 っ て い こ う

Canvaのホワイトボード上に各自の意見を記載していく。

出た意見をCanvaのAIを使ってカテゴリ分けして整理していく。

思いつくまま

たくさんの意見を

出してみよう

06 地域防 災講 習会 の企画 書作成に生成 A I を 活 用 し よ う

地域防災講習会の開催にあたって、どのように進めていけば良いか
AIと対話しながらまとめて、全体像を把握する。

❷  G o o g l e ド キ ュ メ ン ト に ま と め る

❶  生 成 A I を 使 っ て 企 画 書 を 作 成 す る

「Canvas」機能を活用して企画書の概要を作成し、AIとの対話を通じて必要な

内容を順次補完していきましょう。自動割り当てなど、生成AIの機能を最大限に

活用することを意識しましょう。

❶で作成した企画書を「Googleドキュメント」として書き出します。



まとめ

自分たちで考えつつ、AIをアシスタントとして利用する。
全てをAIに頼らない。

07
〈 注 意 点 〉

Point! 実務でどのように活用できるのかを、実習を通して学びましょう。

地域防災講習会を開催するための

A I と ク ラ ウ ド 活 用 ②

02



01 学習目 標

AIやクラウドツールを活用し、整理した情報を成果物に変えていく

02

告知用の チラシや

S N S 投 稿 用 画 像 を そ れ ぞ れ 作 り ま し ょ う



03 C a n v a ： 地 域 防 災 講 習 会 の 案 内 （ チ ラ シ ）

地域防災講習会の案内チラシを作成する

ワーク

Canva「ホーム画面」→「印刷物」 →

「チラシ（A4）」からテンプレートを選んで

内容を今回の講習会の情報に変更しましょう。　

Point

検索画面にキーワードを入れると内容に合った

テンプレートを絞り込むことができます

！

04 C a n v a ： 地 域 防 災 講 習 会 の 案 内 （ S N S 用 ）

自治体の公式LINEなどでも発信できるようにバナー画像を作成する

ワーク

Canva「ホーム画面」→「SNS」から

作成したいSNSのテンプレートを選んで

内容を今回の講習会の情報に変更しましょう。

Check

LINE、Facebook、Instagram、X（旧Twitter）等

様々なコンテンツのサイズに合わせたテンプレート

が用意されています。

！



まとめ

情報の正確性に注意しましょう。
必ず公的な機関の情報を確認しましょう。
Canvaでは、テンプレートのデザインを保持しつつ、
情報のみを更新するように心がけましょう。

05
〈 注 意 点 〉

Point! 住民の方に興味をもってもらえるようなデザインと情報設計をこころがけてください。

03
地域防災講習会を開催するための

A I と ク ラ ウ ド 活 用 ③



01 学習目 標

成果物の配布や受付方法について

学区内の小中学校（避難所）をGoogleマップで調べてスプレッドシートにまとめ

ていきましょう。まとめたデータを使って避難所マップを作ってみましょう。

02 共同作業：Googleマイマップで避難所マップを作成



03 Googleフォームを使って、申し込みフォームを作ろう

申込のチラシに入れたりするフォームを作ってみよう。

作ったらQRコードやURLにしてみよう。

Point!

まとめ

フォームを公開する際に
回答者の権限を確認しましょう。

05
〈 注 意 点 〉

講習会の参加者が回答できるように、回答者は「リンクを知っている全員」に設定



地域防災講習会を開催するための

A I と ク ラ ウ ド 活 用 ④

04
01 学習目 標

スマホから情報確認できるように「Googleサイト」を活用する

ここまでの成果物をまとめる



04 Googleサイトを使って今日の資料を閲覧できるように

Googleサイトを使って、参加者や

参加出来なかった地域の人にスマホ

からデータを見れるようにする。

まとめる情報

企画書

デザインデータ

マップ

まとめ03

今回の演習は、あくまでスタートです。

ここで得た知識やスキルを、今後の学習や将来の仕事で

どう活かせるかを考え、

自分なりのAI活用法を見つけていきましょう。



GOOD JOB!
お つ か れ さ ま で し た
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